
４

認
定
を
受
け
た
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
限
度
額
適
用

認
定
証
を
組
合
に
返
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

認
定
を
受
け
た
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
限
度
額
適
用

認
定
証
を
組
合
に
返
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

﹇
一
〜
三

略
﹈

﹇
一
〜
三

同
上
﹈

四

令
第
二
十
三
条
の
三
の
五
第
一
項
第
一
号
イ

に
掲
げ
る
者
が
令
第
二
十
三
条
の
三
の
四
第
一

項
第
一
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
つ
た

と
き
、
令
第
二
十
三
条
の
三
の
五
第
一
項
第
一

号
ロ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
二
十
三
条
の
三
の
四

第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な

つ
た
と
き
、
令
第
二
十
三
条
の
三
の
五
第
一
項

第
一
号
ハ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
二
十
三
条
の
三

の
四
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な

く
な
つ
た
と
き
、
令
第
二
十
三
条
の
三
の
五
第

一
項
第
一
号
ニ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
二
十
三
条

の
三
の
四
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当

し
な
く
な
つ
た
と
き
、
令
第
二
十
三
条
の
三
の

五
第
一
項
第
二
号
ハ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
二
十

三
条
の
三
の
四
第
三
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に

該
当
し
な
く
な
つ
た
と
き
、
令
第
二
十
三
条
の

三
の
五
第
一
項
第
二
号
ニ
に
掲
げ
る
者
が
令
第

二
十
三
条
の
三
の
四
第
三
項
第
四
号
に
掲
げ
る

者
に
該
当
し
な
く
な
つ
た
と
き
、
令
第
二
十
三

条
の
三
の
五
第
一
項
第
三
号
ハ
に
掲
げ
る
者
が

令
第
二
十
三
条
の
三
の
四
第
四
項
第
三
号
に
掲

げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
つ
た
と
き
若
し
く
は

令
第
二
十
三
条
の
三
の
五
第
一
項
第
三
号
ニ
に

掲
げ
る
者
が
令
第
二
十
三
条
の
三
の
四
第
四
項

第
四
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
つ
た
と

き
又
は
令
第
二
十
三
条
の
三
の
五
第
四
項
若
し

く
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
令
第
二
十
三
条
の

三
の
四
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
い

ず
れ
か
に
掲
げ
る
区
分
に
該
当
し
て
い
る
こ
と

に
つ
き
認
定
を
受
け
て
い
る
者
が
当
該
区
分
に

該
当
し
な
く
な
つ
た
と
き
。

四

令
第
二
十
三
条
の
三
の
五
第
一
項
第
一
号
イ

に
掲
げ
る
者
が
令
第
二
十
三
条
の
三
の
四
第
一

項
第
一
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
つ
た

と
き
、
令
第
二
十
三
条
の
三
の
五
第
一
項
第
一

号
ロ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
二
十
三
条
の
三
の
四

第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な

つ
た
と
き
、
令
第
二
十
三
条
の
三
の
五
第
一
項

第
一
号
ハ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
二
十
三
条
の
三

の
四
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な

く
な
つ
た
と
き
若
し
く
は
令
第
二
十
三
条
の
三

の
五
第
一
項
第
一
号
ニ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
二

十
三
条
の
三
の
四
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者

に
該
当
し
な
く
な
つ
た
と
き
又
は
令
第
二
十
三

条
の
三
の
五
第
四
項
若
し
く
は
第
五
項
の
規
定

に
よ
り
令
第
二
十
三
条
の
三
の
四
第
二
項
第
一

号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
区

分
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
認
定
を
受
け

て
い
る
者
が
当
該
区
分
に
該
当
し
な
く
な
つ
た

と
き
。

﹇
五
・
六

略
﹈

﹇
五
・
六

同
上
﹈

﹇
５
〜
７

略
﹈

﹇
５
〜
７

同
上
﹈

（
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
の
認
定
）

（
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
の
認
定
）

第
百
十
条
の
六

令
第
二
十
三
条
の
三
の
五
第
一
項

第
一
号
ホ
、
第
二
号
ホ
若
し
く
は
ヘ
、
第
三
号
ホ

若
し
く
は
ヘ
若
し
く
は
第
四
号
ロ
（
こ
れ
ら
の
規

第
百
十
条
の
六

令
第
二
十
三
条
の
三
の
五
第
一
項

第
一
号
ホ
、
第
二
号
ハ
若
し
く
は
ニ
、
第
三
号
ハ

若
し
く
は
ニ
若
し
く
は
第
四
号
ハ
（
こ
れ
ら
の
規

﹇
一
〜
五

略
﹈

﹇
一
〜
五

同
上
﹈

六

認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
令
第
二
十
三

条
の
三
の
四
第
一
項
第
五
号
、
第
三
項
第
五
号

若
し
く
は
第
六
号
、
第
四
項
第
五
号
若
し
く
は

第
六
号
若
し
く
は
第
五
項
第
二
号
の
い
ず
れ
か

に
掲
げ
る
区
分
に
該
当
す
る
旨
又
は
同
条
第
二

項
第
五
号
に
掲
げ
る
区
分
に
該
当
す
る
旨

六

認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
令
第
二
十
三

条
の
三
の
四
第
一
項
第
五
号
、
第
三
項
第
三
号

若
し
く
は
第
四
号
、
第
四
項
第
三
号
若
し
く
は

第
四
号
若
し
く
は
第
五
項
第
三
号
の
い
ず
れ
か

に
掲
げ
る
区
分
に
該
当
す
る
旨
又
は
同
条
第
二

項
第
五
号
に
掲
げ
る
区
分
に
該
当
す
る
旨

定
を
同
条
第
四
項
又
は
第
五
項
に
お
い
て
引
用
す

る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
組
合
の
認
定
又

は
同
条
第
四
項
若
し
く
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
る

組
合
の
認
定
（
令
第
二
十
三
条
の
三
の
四
第
二
項

第
五
号
に
掲
げ
る
区
分
に
該
当
す
る
者
に
対
し
て

行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。）（
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
単
に
「
認
定
」
と
い
う
。）を
受
け
よ
う
と
す
る

者
（
そ
の
者
が
被
扶
養
者
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の

者
を
扶
養
す
る
組
合
員
）
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項

を
記
載
し
た
書
類
を
、
組
合
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

定
を
同
条
第
四
項
又
は
第
五
項
に
お
い
て
引
用
す

る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
組
合
の
認
定
又

は
同
条
第
四
項
若
し
く
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
る

組
合
の
認
定
（
令
第
二
十
三
条
の
三
の
四
第
二
項

第
五
号
に
掲
げ
る
区
分
に
該
当
す
る
者
に
対
し
て

行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。）（
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
単
に
「
認
定
」
と
い
う
。）を
受
け
よ
う
と
す
る

者
（
そ
の
者
が
被
扶
養
者
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の

者
を
扶
養
す
る
組
合
員
）
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項

を
記
載
し
た
書
類
を
、
組
合
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

２

前
項
の
書
類
に
は
、
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る

者
が
令
第
二
十
三
条
の
三
の
四
第
一
項
第
五
号
、

第
三
項
第
五
号
若
し
く
は
第
六
号
、
第
四
項
第
五

号
若
し
く
は
第
六
号
若
し
く
は
第
五
項
第
二
号
の

い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
区
分
に
該
当
す
る
こ
と
を
証

明
す
る
書
類
又
は
同
条
第
二
項
第
五
号
に
掲
げ
る

区
分
に
該
当
す
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
を
添
付

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
組
合
が
番
号

利
用
法
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該

書
類
と
同
一
の
内
容
を
含
む
特
定
個
人
情
報
の
提

供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。

２

前
項
の
書
類
に
は
、
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る

者
が
令
第
二
十
三
条
の
三
の
四
第
一
項
第
五
号
、

第
三
項
第
三
号
若
し
く
は
第
四
号
、
第
四
項
第
三

号
若
し
く
は
第
四
号
若
し
く
は
第
五
項
第
三
号
の

い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
区
分
に
該
当
す
る
こ
と
を
証

明
す
る
書
類
又
は
同
条
第
二
項
第
五
号
に
掲
げ
る

区
分
に
該
当
す
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
を
添
付

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
組
合
が
番
号

利
用
法
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該

書
類
と
同
一
の
内
容
を
含
む
特
定
個
人
情
報
の
提

供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。

﹇
３

略
﹈

﹇
３

同
上
﹈

４

認
定
を
受
け
た
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
限
度
額
適
用

証
を
組
合
に
返
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

認
定
を
受
け
た
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
限
度
額
適
用

証
を
組
合
に
返
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

﹇
一
〜
三

略
﹈

﹇
一
〜
三

同
上
﹈

四

令
第
二
十
三
条
の
三
の
五
第
一
項
第
一
号
ホ

に
掲
げ
る
者
が
令
第
二
十
三
条
の
三
の
四
第
一

項
第
五
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
つ
た

と
き
、
令
第
二
十
三
条
の
三
の
五
第
一
項
第
二

号
ホ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
二
十
三
条
の
三
の
四

第
三
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な

四

令
第
二
十
三
条
の
三
の
五
第
一
項
第
一
号
ホ

に
掲
げ
る
者
が
令
第
二
十
三
条
の
三
の
四
第
一

項
第
五
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
つ
た

と
き
、
令
第
二
十
三
条
の
三
の
五
第
一
項
第
二

号
ハ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
二
十
三
条
の
三
の
四

第
三
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
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